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「Co-Design Challenge」プログラムとは

4月13日から10月13日まで開催中の2025年大阪・関西万博は、「いのち輝く未来

社会のデザイン」をテーマに掲げています。「いのちを救う」「いのちに力を与え

る」「いのちをつなぐ」という3つのサブテーマのもと、世界各国が多様な提案を行

い、未来社会に向けた取り組みが進められています。人工知能=AI、エネルギー、交

通、都市開発などの分野における最新技術やアイデアが披露され、すべての人にとっ

て持続可能な社会を、というコンセプトを中⼼に据えています。

また、大阪・夢洲からすべての人にとってよりよい未来を創造するための文化的理

解と多様性の重要性を世界に発信し続けています。

2025年⼤阪・関⻄万博

■▢ 本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ先 ▢■

「Co-Design Challenge」プロジェクトPR事務局

担当：星野（070-7522-1094）／中元（070-7487-7207）メール：osaka@materialpr.jp

Co-Design Challengeプログラムは、大阪・関西万博を契機に、様々な「これからの日本のくらし（ま
ち）」 を改めて考え、多彩なプレイヤーとの共創により新たなモノを万博で実現するプロジェクトです。
万博という機会を活用し、プロダクトやサービスを新たに開発することを通じて、現在の社会課題の解決や万

博が目指す未来社会の実現を進めます。
Co-Design Challengeプログラムは、当協会が設置したデザイン視点から大阪・関西万博で実装すべき未来

社会の姿を検討する委員会「Expo Outcome Design Committee」監修のもと生まれたプログラムです。

本プログラムは、計2回、募集を行いました。第1弾募集（Co-Design Challenge 2023）はモノの開発、第2
弾募集（Co-Design Challenge 2024）は、モノの開発に加え、新たに「地域誘客」の観点でそれらのモノが作
られた「日本全国それぞれの土地」の生産現場や工房を公開し、来訪者にものづくりを体感してもらう取組
（オープンファクトリー）を募集。

4月13日に開幕した大阪・関西万博の会場に22のプロジェクトを通じて制作されたプロダクトが実装され、
実際に来場者が触れることができます。さらに本イベント「デザイン × ものづくりで日本の新しい価値を世界
に広げる」では、その背景にある社会課題へのアプローチや、プロジェクトに込めた想い、未来へのビジョンに
ついて、事業者自らの言葉で語り合う場を設けました。
また、フューチャーライフヴィレッジ内に、CDCを紹介する2台の展示台を設置しています。設置は万博閉幕

までを予定しています（※一時展示を行っていない場合もございます）。
CDCではこれらの取組を通じて、万博が目指す未来社会の実現を進めます。

別紙
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